
　開催日:平成３０年３月２０日(火）

通告
順

質　問　者 件　　　　　名 要    　　　　　　　  旨

１．維持・修繕の費用の差はなぜか。

２．営業損失の差は何か。

３．ＪＲの赤字体質をどう考えるか。

② 町長 ジビエdeそらちについて 各点について準備不足なのでは。

① 町長
高齢者の砂川市立病院への
乗合タクシーは

昨年、「システム作りの手助けを出来ないか検討したい」と答弁された
が、その後の進展はあったのか。

② 町長
シルバーハウジング事業の
進捗状況は

高齢者へのニーズ調査等は実施したのか。

3
２　番

中川清美議員
① 町長

子育て支援の町宣言をして
は

全道で唯一、０歳～１５歳まで給食無償化を目指す町として町外へアピー
ルするために正式に宣言をしては。

① 教育長 町民文化祭の継続について 文化祭存続の道を探って欲しい。

１．電気柵設置費用の助成の考えは。

２．ハンターとして地域おこし協力隊を募集しては。

３．「ジビエdeそらち」の今後の事業展開等、町民説明会を開催して。

１．各会館を緊急避難所として指定し、大規模改修・解体においては町が
その責任を負うとしては。

２．コミュニティを維持するための補助金なら、使い道を町内会で決めら
れることとしては。

１．現状把握として、人口の社会増減などの数値を示して。

２．目標設定の数値は。

３．目標達成のための具体的な方針と改善点を示して。

5
６　番

静川広巳議員
① 町長 広域火葬場への検討は

広域による効率的な火葬場の整備を進めていく必要があると思うが、考え
を伺いたい。

１．各町内会ごとの世帯主の平均年齢と災害時の要支援者の人数は。

２．将来を見据え、検討会議を創設し協議を進めるべきと考える。

１．年代ごとの農地保有面積の実態を捉えているか。

２．５年後、１０年後の本町の予測される農業をどう捉えているか。

３．新規就農者の受入れに積極的に取り組む考えは。

４．町の要綱に「サポートチーム」が設置されているが、その内容と今後
の展開はあるのか。
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答　弁　者

1
７　番

牧島良和議員

①

人口減を食い止めるための
今後の方針を明らかにして

深刻な有害鳥獣被害に対す
る駆除対策を急いで

町長
地域コミュニティの存続の
ために

4
５　番

折坂美鈴議員

④

行政区再編の必要性につい
て

2
１　番

野崎敬恭議員

6
３　番

柴田典男議員

町長

②

農業再生を考える

町長①

② 町長

町長 札沼線の存続を求める

町長

③


